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ヤングキャリアセンター埼玉運営費

１　事業概要

　ヤングキャリアセンター埼玉において、ハローワーク

、経済団体、大学等の地域の関係者と連携を図りながら

、フリーター等の若者や学生の正規雇用化を図るための

総合的な就職支援メニューを提供していく。

（１）ヤングキャリアセンター埼玉の運営 △1,110千円

（２）キャリアカウンセリングの実施　   　 △56千円

２　事業主体及び負担区分

　(県10/10)

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　9,500千円×0.5人＝4,750千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　ア ヤングキャリアセンター埼玉の運営
　　　 業務用機器及び利用者用ＰＣ等のリース料、清掃・警備等負担金、光熱水費　他運営経費  　9,998千円
　　イ ヤングキャリアセンター埼玉関係機関連携会議の運営
　　　 会議開催に向けた連絡調整　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 4千円
　　ウ キャリアカウンセリングの実施
　　　 カウンセリングによる就業意識や意欲の向上を図る。
　　　 キャリアカウンセラー6人（土曜日5人）、臨床心理士1人（週1日）を配置
　　　 移転後はキャリアカウンセラー1人（月～金曜日）のみ配置　　　　　　　              　 7,300千円
　　エ 就職支援事業の実施
　　　 各種就職支援セミナーの実施により、就職に関する情報提供や就職スキルの向上を支援する。　743千円
（２）事業計画
　　　フリーター等の若者や学生に固有の就業意識や課題に対応した就職支援を行い、正規雇用を促進する。
　　　平成25年5月以降にヤングキャリアセンター埼玉は、現在のWith Youさいたまからラムザタワーに移転し、
　　移転跡はサテライト化してキャリアカウンセリング機能を存続、主に学生の就職支援を行う。

　　　 移転後　キャリアカウンセリング（月～金曜日）

　　（２）キャリアカウンセリングの実施：委託料の契約差金発生に伴う減額。

 　 ア 移転前　キャリアカウンセリング（月～土曜日)、心理カウンセリング（週1日・6コマ）

　　イ 移転迄　就職支援セミナー　基本セミナー(月8回)、土曜セミナー(企業人・正社員を目指すセミナー 各月1回）
（３）事業効果
　　　フリーター等の正社員化により、若者のキャリアの蓄積を図り、生産性を高めていくことで社会経済の活力向上
　　につながる。［就職者数：平成21年度（2,706人）平成22年度（2,967人）平成23年度（2,351人）］
（４）県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況
　　　連携会議を基盤としたハローワーク、経済団体、労働団体、大学等、職業訓練機関との連携
（５）補正予算の概要
　　（１）ヤングキャリアセンター埼玉の運営：負担金の契約差金発生等に伴う減額。
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